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2026年度iROUTEの募集（依頼）
【事業の概要】
iROUTEでは、ROUTE学生の海外への研究留学や国際学会での発表に必要な経費の一部をサポートします。この目的は、ROUTE実施により得られた研究成果を、海外有力大学の研究室等で学生に発表させ、英語プレゼン能力や国際感覚を身につけさせるためです。これにより、新しい国際共同研究につながることを期待しています。さらにそれが部局間協定や大学間協定へと発展することで、本学の国際化を推進することを目的としています。また、同様の理由から海外で開催される国際学会での発表も対象とします。

【募集内容】
a) 対象学生は、（学部1年生から3年生の間に）少なくとも半年以上の期間、ROUTEを実施し発表可能な研究成果を得た学部1年生から4年生とします。
b) 海外有力大学の研究室PIから同意を得た上で研究室に派遣するもの、および権威ある国際学会に採択され発表するものが対象です。
c) 旅費や滞在費の一部のみを補助するもので、すべての経費がカバーされるわけではありません（予想実費のおおよそ50－80％を補助）。派遣先の地域や期間などにより算出して教員へ最大補助金額をお知らせします。
例：米国　8日間　41万円、オーストラリア　8日間　35万円、フィンランド　7日間　40万円、イタリア　1ヵ月　60万円
d) 渡航前に申請してください。
e) 出張手続きについては、指導教員が通常の出張と同様に行ってください。ROUTE側では関与しません。
f) ROUTEからの出張経費補助は、帰国後にROUTE学生からの報告を受けて、寄付金として指導教員の会計アカウントに入金されます。

【提出手順】
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提出先：ROUTE運営WG　事務　川口さやか
E-mail kawaguchi-sayaka-cs@ynu.ac.jp
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